
 

 

 

 

中間考査に向けて… 

 ２学期が始まり３週間が過ぎました。来週には中間考査を控え、この３連休はとても重要な勉強時間となるこ

とでしょう。そこで、今回は中間考査に向けて大切なことを確認していきましょう。 

 

■「点数が出て終わり」にしない努力をしましょう 

点数も大事かもしれませんが、分からないところを明確にすることも大事です。本番に向け、この定期テスト

は「点数が出て終わり」にしないようにしましょう。 

定期テストで大事なのは点数ではなく、「中身」！「勘・まぐれ・たまたま…」ではなく、「確実に、自信を持って」

正答できるようにしましょう。 

 

■試験時間の使い方を振り返りましょう 

 「テストの時間が足りない…全部解ききれない。」ということはありませんか？ 

 「早く解き終わって時間が余ってしまう…。」という人。 

 「解けない問題が多くてやる気喪失、あきらめてしまう…。」なんていう人もいませんか？ 

いずれのパターンにせよ、わかっていた問題を落とすことは、大きな痛手になります。 

時間配分の仕方、テストの解き方を今一度見直しましょう。 

 

■テストを解くパターンを身につけましょう 

① 最初の3分で全部の問題をざっと見て問題を分類する 

 

 

 

 

② ○と△の問題から順に解いていく 

 

③ 機械的に見直す 

 

 

④ 出題順に、丁寧に内容を見直す 

 

 

⑤ 時間があれば×をつけた問題に取り組む 
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分かる、解ける、落とせない問題→○ 

時間はかかるが解けそう、できそうな問題→△ 

さっぱりわからない、かなり時間がかかりそうな問題→× 

 

問題をよく読み、初答を大切に → 見直しをしても、思い込みをしていて気づかないことも多いため 

途中式は残しておく → 見直しの際に有効 

解答欄を間違えないようにする → 要注意 

記号・ピリオド・句読点・とめ、はね、はらい・解答欄・途中式 など 

丁寧かつ順番に見直す 

だめもとで、解答欄には何かしらの解答は書いておこう 



■時間配分・初答を大切にしましょう 

時間を持て余してしまうというのは、まったくもったいないことです。 

最初にテストをザッと見渡して、「解けそうで時間のかからない問題」「時間はかかりそうだが解けそうな問

題」「時間をかけても解けるかどうかわからない難問」に分け、時間を割り振ってしまう。 

時間配分がうまくできるようになるには、テスト形式の練習問題や過去問集などを数多くこなすこと。実力テ

ストなども有効活用して、時間配分がうまくできるようになりましょう。 

時間を割り振ったら、初めて出す答え「初答」に時間をかけよう。人間は思い込む動物である。いったん出し

た答えのミスを見つけるのは、思いのほか難しいものです。テスト時間をもてあましている人は、もっと「初答」

を出すことに時間を費やそう。 

 

■学用品の準備＆環境の整備は大丈夫ですか 

テストでは道具は貸し借り厳禁です。定規やコンパスがなかったらフリーハンドで解くしかないですが、もち

ろん〇をもらうことは難しいでしょう…そのテストで使うか使わないかは関係なく、「試験＝定規・コンパス」は

セットにしておいたほうが良いですよ。 

また、「書くモノ、消すモノの準備」も怠らないことが重要です。筆記用具がしっかり揃えられている人は、た

いてい定規やコンパスも忘れないものです。「明日はテストだ…」と必要な道具を揃える。この心持ちが、落ちつ

きを生むのです。同じく教室環境の整備も重要。机の上はまっさらに。机の中は空っぽに。入試会場はたいてい

そうなっていますよ。 

 

 

 

 

 

 

■疑われる行為はしない！ 

隣の人をじっと見て答えを書く。きょろきょろと周りを見渡す。机の下に両手を下ろしてうつむき、たまに顔

を上げると先生と目が合う。それは「怪しい」と言われても仕方がない行為です。「カンニングをしない」ことは

もちろんですが、「怪しいと思われる行為をしない」という気持ちを持ってテストに臨んでください。 

入試当日の練習だと思って、自分で自分を評価してみよう。その行為が監督の先生の目にはどう映るのか… 

 

 

 

 

  

多摩境駅付近にあるサレジオ高等専門学校では、学校推薦制度というものがあります。今年度は、小山田中

学校に２名の枠をいただきました。こちらは、単願でのみ使える制度のため、他の学校の受験を考えている

生徒は使用することができません。 

 サレジオ高等専門学校を第一希望としていて、かつ、今後も他の学校の受験を考えていない生徒の中で学

校推薦を希望する場合は、担任に申し出てください。担任が生徒本人に推薦に必要な書類を渡しますので、

必要事項を記入したものを、進路指導主任の【小林】に直接提出をしてください。 

 

書類の提出期限は１０月２日（木）としますので、忘れずにご提出をお願いいたします。 

 

なお、今回の募集で枠が埋まってしまった場合、追加の募集は行えません。ご了承ください。また、希望者が

多数の場合は、１学期の評定平均・出欠席・学校生活の取組等で判断します。 

 

★サレジオ高等専門学校を希望している生徒と保護者の方へ、重要なお知らせ 


